
 

 

連合北海道２０２５春季生活闘争本部 

２０２５.３.２８ 第３回闘争委員会 

 

 

連合北海道 
「2025春季生活闘争・当面の取り組み（その３）」 

 

Ⅰ．はじめに 

内閣府の月例経済報告（3月19日公表）は、景気判断について「一部に足踏みが残るものの、

緩やかに回復している。」と昨年8月から判断を変えていない。先行きについては、「雇用・所得

環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待される。」として

いる。ただし、物価上昇の継続が消費者マインドの下振れ等を通じて個人消費に及ぼす影響

や、通商政策などアメリカの政策動向による影響などが、我が国の景気を下押しするリスクとなっ

ている。また、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があるとしている。 

Ⅱ．当面の闘いの進め方  

１．先行組合及び中堅・中小集中回答ゾーンの取り組み  

(１) 中央段階の要求状況集計【資料１】 

構成組織・組合は、順次要求を提出し交渉が行われている。3月3日現在、要求を提出した組

合は3,577組合（昨年同時期比149組合減）で要求状況は次の通りである。  

① 平均賃金方式では、組合員数による加重平均で、定期昇給相当額を含む賃上げ要求

額・率は19,244円・6.09％で、昨年同時期(17,606円・5.85％)を上回った。このう

ち、賃上げ分が明確に分かる組合の賃上げ要求額・率は14,283円・4.51％(昨年同時期

比1,391円増・0.21ポイント増)となった。いずれも、すべての規模区分で昨年同時期

比プラスになっている。また、昨年同時期の集計組合数は減少、組合員数は増加とな

っている。 

②  有期・短時間・契約等労働者の賃上げ要求額は、組合員数加重平均で時給81.35円

（同5.96円増）、月給15,802円(同1,022円増)となっている。 

③  企業内最低賃金協定の要求額(時間額)は、基幹的労働者が1,186円、基幹的労働者以

外で1,147円となっている。  

④ すべての労働者の立場に立った「働き方」の改善では特別条項を含め３６協定締結、

ジェンダー平等・多様性では女性活躍推進法・男女雇用機会均等法の定着・点検およ

びＤＶ・性暴力に対する環境整備で取り組み数が大きく伸びている。 

(２) 全国の回答状況について【資料２】 

① 3月19日17:00時点の第2回集計では、平均賃金方式で回答を引き出した1,388組合の加

重平均は17,486 円・5.40％(昨年同時期比1,107円増・0.15ポイント増)となった。300

人未満の中小組合の賃上げは13,288円・4.92％となっている。賃上げ分が明確にわか

る1,116組合の賃上げ分は12,312 円・3.79％(同1,050円増・0.15ポイント増)で、賃上

げ分が明確にわかる組合の集計を開始した2015 闘争以降、最も高くなった。 



 

 

② 賃上げが明確にわかる1,116組合のうち、300人未満の中小組合520組合の賃上げ分は

9,934 円・3.49％(同 1,385 円増・0.34 ポイント増)、300人以上の組合の賃上げ分は 

12,400 円・3.80％(同1,029円増・0.14ポイント増)となった。 

③ 有期・短時間・契約等労働者の賃上げ額（※3月14日10:00時点の第1回集計）は、加重

平均で時給75.39円(同4.29 円増)・月給12,670円(同2,752円減)と、昨年同時期を時給

では上回った。引上げ率(概算)は時給6.50％・月給5.30％で、時給引き上げでは、一

般組合員(平均賃金方式)を上回っている。 

(３) 北海道のエントリー集計 

① ２０２５春季生活闘争へのエントリー登録組合は、3月24日現在、18産別5地協190組合となっ

ている。「全ての労働者」対象という視点から、エントリー拡大を求め、地場集中決戦方式へ

の参加体制確立、地場中小への相場波及に向けて、引き続き、各構成産別・単組、地協全

てが結集することを呼び掛ける。 

 

産別・地協 エントリー数 産別・地協 エントリー数 産別・地協 エントリー数 

JAM北海道 9 フード連合 7 石狩地協 3 

私鉄総連 15 JR 総連 1 上川地協 1 

UA ゼンセン 25 基幹労連 11 留萌地協 1 

全労金 1 JR 連合 1 渡島地協 7 

運輸労連 9 全国ガス 8 胆振地協 0 

紙パ連合 8 全自交労連 14 空知地協 2 

電力総連 11 港運同盟 1   

自動車総連 43 全造船機械 1     

情報労連 6 自治労公共民間 1     

電機連合 4   計 190 

 

② 各産別においては、先行組合回答ゾーン（3月10日～14日)には、ＵＡゼンセンＡグループ、電

力総連、運輸労連、自動車総連、JAM北海道、フード連合、紙パ連合、ＪＲ総連、全国ガス、ＪＲ

連合,全自交など、11産別23組合が、３月月内決着組合回答ゾーン（3月17日～31日)には、私

鉄総連、ＵＡゼンセンＢ・Ｃグループ、全労金、運輸労連、電力総連、自動車総連、全国ガス、

フード連合、JAM北海道、電機連合、情報労連、基幹労連、全造船、紙パ連合、全自交など、

15産別・96組合が回答指定日を配置して、交渉を展開している。 

 （※回答指定日については、変更される場合があります） 

③ 先行組合及び中堅・中小集中回答ゾーンの闘いが、その後に控える中小回答ゾーンの地場

の闘いを牽引する役割をも担うこととなるため、先進的な取り組みに期待を寄せるとともに、要求

獲得の後押しができるよう支援・連携体制を強化する。 

 

 



 

 

（４）北海道の回答状況について【資料３】 

① 月例賃金の加重平均では 14,843円の引き上げ、率で 5.36％となり、昨年同時期と比べ

2,215 円増となった。引き上げ率は 300 人未満、300 人以上共に昨年を上回り、100 人未

満は定期昇給を含み賃上げ率が 4.55％となっているが、他の規模は 5％超の賃上げ率と

なっている。ただし、集計組合が少数であることを考慮する必要がある。 

２．中小組合・地場組合支援、短時間・契約等労働者に係る取り組み  

  中小組合および地場組合の３月内決着を実現するため、中小共闘に参加する構成組織・地協

は、格差是正、底上げ、均等待遇の実現に向け、単組の交渉の支援・指導を徹底する。 

① 「働くことを軸とする安心社会」の実現には、これまでの賃上げの流れを継続するのはもちろ

んのこと、物価上昇に負けない賃上げを実現し、賃金も物価も経済も安定的に上昇するステー

ジ定着をはからなければならない。 

② すべての働く者の生活不安、将来不安の払拭に向けて、「人への投資」と月例賃金の改善に

こだわった交渉を粘り強く進め、最大限の回答を引き出し、賃上げの社会的広がりを拡大して

いくことが、我々の責務である。 

③  北海道は 99.8％が中小企業であり、そこで働く労働者は雇用者の 85％を占める。中小

企業で働く仲間の処遇改善を欠いては、北海道のステージ定着はおぼつかない。中小組

合がより主体的な交渉ができる環境醸成に取り組むと同時に、「働き方」の側面も含め

た「価格転嫁」「取引の適正化」が進むよう働きかけを強めていく。 

３．闘争体制の構築 

闘争本部として、闘争指導、支援・激励、情報提供などを目的に、オルグ・集会参加等

を積極的に取り組む。また、期間中「闘争ニュース」などを発行し、産別・単組・地域と

の連携、意思統一をさらに強めることとする。 

Ⅲ．当面の日程(北海道の取り組み日程) 

（１）交渉日程 

■先行組合回答ゾーン    ＝3/10-14  

■3月月内決着回答ゾーン ＝3/17-31 

■中小回答ゾーン       ＝4/中 

（２）闘争委員会 

連合北海道第 4回闘争委員会 4月 24日（木）第 5回執行委員会終了後 

（３）解決促進ゾーン＝ 「地場解決促進集会」 

渡島地協   4月 16日(水) 18:15～ 亀田交流プラザ 

石狩地協   4月 23日(水) 18:00～ グランドメルキュール札幌大通公園 

（４）第２回産業別部門連絡会 

A部門連絡会  4月 16日（水）～4月 17日（木） 苫小牧市 東開町文化交流サロン※第 3回 

B部門連絡会  4月 21日（月）            連合北海道会議室 



 

 

（５）第３回中小・パート共闘会議および第 2 回Ｃ・Ｄ・Ｅ部門連絡会合同会議 

4月14日（月）13:30～ ホテルポールスター札幌 4階 「ライラック」 

（６）公正取引に関する要請行動 

  1)公正取引委員会事務総局北海道事務所 

日 時：4月18日（金）10:00～ 

場 所：第３合同庁舎 

出席者：事務局長、組織労働局、UAゼンセン、フード連合、運輸労連 

  2)北海道経済産業局（中小企業課） 

日 時：4月18日（金）14:00～ 

場 所：第１合同庁舎 

出席者：事務局長、組織労働局、UAゼンセン、フード連合、運輸労連 

 

以 上 



【資料1】













【資料2】









 

 

 

 

 

  

 

2025春季生活闘争 第２回回答集計結果について 
 

 連合本部は、2025 春季生活闘争につき、3 月 19 日（水）17 時時点で取りまとめた回答集計

について、次の通り発表した。 

  

連合北海道は、3月 21日（金）12 時の時点で取りまとめた回答の集計を行った 

○集計可能な回答を引き出した組合は 47 組合（昨年同時期比、４組合増）、人数は 21,757

人であった。 

〇賃上げの加重平均は、14,843円・5.36％（同 2,215円増・0.72ポイント増）となった。 

○うち、300人未満の中小組合の30組合で11,601円・4.91％（同3，511円・1.38ポイント増）、

300人以上の 17組合では 15,222円・5.41％(同 2,235円・0.69ポイント増)となり、額・率とも

に昨年より上回った。 

○ベースアップ分が明確にわかる組合は 42 組合あり、全体では 10,008 円（同 1,489 円増）、

300人未満の組合では 9,107円（同 665円増）、300人以上では 10,113円（同 1,587円増）

となっている。 
 
組合規模別賃上げ状況 2025年 3月 21日 連合北海道集計】 

組合規模 
集計 

組合数 

対象組合 

人数 
加重平均妥結額 
(定昇・ベア込み) 

昨年実績額 

（定昇・ベア込） 
昨年比 

300人未満 

300人以上 

30組合 

17組合 

2,507人 

19,250人 

11,601円(4.91％) 

15,222円(5.41％)  

8,090円(3.53％) 

12,987円(4.72％) 

3,511円(1.38％) 

2,235円(0.69％) 

計 47組合 21,757人 14,843円(5.36％) 12,628円(4.64％) 2,215円(0.72％) 

 

みんなでつくろう！賃上げがあたりまえの社会  

2025春季生活闘争ニュース 
2025.3.21 －第 10 号－ 連合北海道 春季生活闘争本部 

 

◯平均賃金方式で回答を引き出した1,388組合の加重平均（規模計）は17,486円・5.40％と、

昨年同時期を上回った（昨年同時期比1,107円増・0.15ポイント増）。 

300人未満の中小組合（724組合）は、13,288円・4.92％で、昨年を上回るとともに（昨年同

時期比1,372円増・0.42ポイント増）、昨年比の上げ幅では規模計をも上回った。 

賃上げ分が明確にわかる 1,116組合の賃上げ分は 12,312円・3.79％（同 1,050円増・

0.15ポイント増）で、賃上げ分が明確にわかる組合の集計を開始した 2015闘争以降で最も

高くなった（過去データは最終回答集計時点） 

◯要求提出済みは4,926組合、うち月例賃金改善（定昇維持含む）を要求したのは3,973組合

（同137組合増）である。1,126組合が妥結済みで、そのうち賃金改善分を獲得した組合は

742組合に達している。 

 

◎２０２５春季生活闘争のエントリー未報告の産別・地区ユニオンは、ご報告をお願いします。 

◎回答・妥結情報を連合北海道２０２５春季生活闘争本部までお知らせください。 

担当：山田・勝又・有山（T:011-210-0050） 

【資料３】


